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５ 計画の実現に向けて 

5-1 多様な主体の連携による推進体制 

（１）市民や市民活動団体・民間事業者・行政の役割と協働の推進 

計画の実効性を高め、各施策を円滑に進めるためには、様々な主体が個々に取り組む

だけではなく、協働しながら取り組むことが重要です。そのため、市民や市民活動団体・

民間事業者・行政などがそれぞれの役割により、協働しながら計画の実現に向けて、取

り組みます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 各主体の役割 

市民・市民活動団体 

・庭やベランダ・屋上等、身近な場所の 

緑化 

・緑の活動やイベントへの参加を通し、緑

に対する意識を向上 

・地域の公園や緑地等のボランティア活動 

・農地や樹木などの維持・保全 

行政 

民間事業者 

・緑の基本計画に基づく緑の保全、生物多様性保全などの

施策の推進 

・公共施設内の緑化を通じた、緑豊かなまちづくりの推進 

・各種市民団体と連携し、緑化推進などの市民ボランティ

ア活動の支援 

・緑に関する環境教育の実施や、積極的な情報発信、共有 

 

・敷地内の緑化を通じた、緑豊かなまちづ 

くりの推進 

・敷地内の緑化空間の公開 

・地域社会の一員として、地域の緑の活動 

等への参加 

・緑に関わる事業への参画・協働 

協働 
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5-2 進捗管理 

本計画の実現に向けた施策の取組みを効果的に進めるために、定期的に庁内で個別施

策の実施状況や、計画目標の達成状況やについて点検・評価を行い、環境審議会に報告

するとともに、PDCA サイクルに沿って取り組み内容の改善につなげます。 

計画期間の最終年度にあたる令和 16（2034）年度に、目標の達成状況及び施策の実施

状況を評価し、計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 計画の進行管理サイクル（PDCA サイクル） 

 

 

DO

実行

CHECK

評価

ACTION

確認

PLAN

計画

緑の基本計画及び 

生物多様性地域戦略の 

改定・見直し 

個別施策の見直しや 

改善 

個別施策の進捗状況や

市民意識調査の 

評価・検証 

緑と生物多様性に関する 

個別施策の実施 


